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いのぼ～るいのぼ～る
の彼女

　このほど、島根みんなで子育て応援賞を受賞された山﨑さんは、丸山島根県知事より

感謝状を贈呈されました。山﨑さんは 2013 年 4月に伊野地区青少年育成協議会会長に

就任以来、伊野小学校と連携を図りながら児童の健やかな育成と郷土愛を育むための教

育推進に尽力されています。子どもたちが楽しく郷土の文化を学べるよう、2015 年には

「伊野ふるさとかるた」、2023 年には「伊野ふるさとすごろく」を制作。近年は未来こい！

ネット教育部会長を務め、親子で参加・交流できる場を提供するなどご尽力なさってい

ます。このような活動が評価されこのたび受賞のはこびとなりました。山﨑さん、この度

は誠におめでとうございました。

12
9山﨑啓子さん表彰される

　10月30日に愛媛県で開催されたねんりんピックにおいて、

伊野ゲートボールチームの皆さんが見事優勝し、日本一の座に

輝きました。出場は117チーム。島根県勢初の日本一の快挙に出

場した皆さんは丸山島根県知事と飯塚出雲市長からも称賛を

受け、今後の活躍を期待されました。また、伊野チーム日本一を

称えようと、伊野地区自治協会の錦織会長より出場された3名

の皆さんへ祝金の贈呈がありました。

　山崎敬治さん（堂ノ本）は「平常心で臨めたことが勝因です。

今回を最初で最後と言い合って試合に向かいました。」常松フ

ミ子さん（畑ヶ中）は「大会を楽しむため、それまでの体調管理

に気を使いました。皆さまのおかげで勝つことができました。」

岩成尚子さん（畑ヶ中）は「勝つと楽しい。宍道スパークで月2回

練習している。今後も頑張って練習したい。」

　日本の頂点に達することはどんなジャンルにおいて

も並大抵のことではありません。栄光の影には、きっと

皆さんのゲートボールに対する熱い想いと日々の練

習、これまでの経験とチームワークの良さ、そして何よ

りその環境を楽しもうと臨んだことが勝因だったのか

もしれませんね。今後も益々のご活躍を祈念いたしま

す。この度は誠におめでとうございました。

いの一番！

伊野ゲートボールチーム
日本一！！

岩成尚子さん（左）　山崎敬治さん（中）　常松フミ子さん（右）
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参加者86名
1,000人の村に近づく伊野

　さあ、どうする？

　７年連続７回目となったコミュニティデザイナー山崎亮さんによる

まちづくりフォーラム。パネラーの皆さんから活動報告と今後の課題

を聞いた山崎さんからアドバイスやヒントをいただきました。「伊野の

目指すものはなんですか？それぞれの活動はなんのためにあるの

か？伊野地区全体としての目標

が必要ですね。」皆さん、山崎さ

んのお話から様々な気づきが

得られたようです。なお、伊野

地区での様 子が山崎さんの

YouTubeチャンネルで紹介さ

れています。ぜひご覧ください。

山崎亮

まちづくりフォーラムまちづくりフォーラム
　今年2回目となる伊野いちは珍しく雨！しかし実行委

員の皆さんも伊野っ子たちも、そしてお客様もみな元気

いっぱい！会場となるコミセン・JA前はたくさんの人で

賑わいました。小学生の焼き芋も好評。他にも新米や柿な

ど旬の野菜や果物、鮮魚に雑貨や本など多彩な商品が並

ぶ伊野いち。中でも人気はおもて

なしコーナー。新米の塩むすびと

シジミ汁で心も体もほっこり。次

回は６月の開催です。お楽しみに。

いいぞ！伊野いち 10
20

「片袖地蔵」
かたそで  じ  ぞう

伊野ふるさと探訪　Part33　～番外編～

　杉畑地内の兼折家（後家）

の下の中道通りを大野方面、

東に 100ｍほどいったとこ

ろにある 29 丁町石の一丁

地蔵の隣にあります。この

あたりで滑って転んだら着

物の片方の袖をちぎって供

えるとケガが治る、またはケガなく通行できるという有難い

お地蔵さんのようです。 　  （郷土誌研究会　常松 士郎 氏）

　コミセン前のプランター

に三ノ谷サロンげんき会の

皆さんが花の苗を植えてく

ださいました。文化祭前に

キレイにしていただき、文

化祭当日は玄関が明るくな

りました。ありがとうござ

いました。
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17

編集後記

　今年は６年ぶりに地区民体育大会も開催され、コロナ前のように多くの活
動を行うことができ、たくさんの皆さまと再会することができた良い一年で
した。やはり住民の皆さんが集まる機会、交流の場は必要であると改めて実
感いたしました。日頃の皆様のご支援・ご協力に感謝申しあげます。
　来年もどうぞよろしくお願いいたします。　　（伊野コミセン職員一同）
　　　　

コミセン年末年始休館のお知らせ

12/29（金）～1/3（水）
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参加者23名

伊野ふるさと探訪バスツアー伊野ふるさと探訪バスツアー
　講師の常松士

郎さん（西 上）

と共に伊野の神

社仏閣を巡るバ

スツアーを開催。

西地合の狭槌神

社をスタートし、

東地合、畑、堂

ノ本、金森にあ

る神社仏閣を参拝しました。伊野に暮らしながらも初めて訪

れたという方も多く、ふるさと伊野の魅力を再発見する良い

機会となりました。

（コミセン自主企画事業　総務部）
● ● ●

　日頃コミセンをご利用いただいている団体・サークルの皆様

にコミセンの大掃除にご協力いただきました。ありがとうござ

いました。

12
8 コミセン大掃除御礼

大畑フラワーランド花盛り大畑フラワーランド花盛り
　多久和幸広さん（大畑）を中心に大畑町内の有志の皆
さんが耕作放棄地を
花畑として甦らせ、大
輪のコスモスと珍し
いピンクのソバの花
で満開になりました。

環境美化活動御礼環境美化活動御礼
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　8歳から82歳までの23名で陸上自衛隊出雲駐

屯地へのバスツアーに出かけました。

まずはスライドを見ながら、陸上自衛隊が日本を

守るための訓練の様子や組織、取り組みについて

学びました。その後、実際の自衛隊車に乗ったりバ

イクにまたがったり。普段はできない体験なので、

皆さんワイワイ言いながら記念撮影をしました。

（コミセン自主企画事業　健康福祉部）

11
15 ～SDGsでLet’s Bousai～～SDGsでLet’s Bousai～

参加者23名

　今回の伊野ベーションは、SDGsと防災食

作りがテーマです。先ずは里山で焚き木拾

い。それから火を起こして竃で豚汁作り。以前

は当たり前に行われていた日常ですが、子ど

もたちにとっては初体験！どきどきしながら

マッチで火をつけるとあっという間に大きな炎

になり、大鍋の中で豚汁の具材がグツグツと

煮え始めました。

　もう一つは、米とカレーの具材をそれぞれ

ビニール袋に入れて作る防災食作り。こちらはカセットコンロで作りました。袋で美

味しいご飯が食べられるのかと不安でしたが、ご飯の芯もなく野菜

もちゃんと柔らかく美味しくなりました。災害時にこんな温かいご

飯が食べられるといいですね。食事が出来上がるまでの時間にペン

ダント作りも行い、充実した一日となりました。

　　　　　　　（コミセン自主企画事業　まちづくり部）

出雲駐屯地バスツアー出雲駐屯地バスツアー 11
26

参加者30名伊野ベーション伊野ベーション

11
5

かまど

　秋晴れの下、第43回伊野地区文化祭を開催
しました。コミセンと小学校を主会場に、作品
展示やワークショップ、ゲームコーナー、ステー
ジ発表や飲食物等の販売など屋内外多数の
催しで賑わいました。また、今年度は伊野小学
校創立150周年の節目にあたることから、記念
資料や歴代の卒業写真を展示したところ、たく
さんの方にご来場いただきました。最後の抽選
会には地区内外から400名以上の方にお越し
ただき会場の体育館は満員御礼で賑わいまし
た。この文化祭で久しぶりに顔を合わせた方も
あったようで、皆さんの楽しそうな様子や笑顔
を見ることが出来、実行委員一同喜びました。

伊野地区文化祭

 大盛況！！
伊野地区文化祭

 大盛況！！
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参加者52名

　誰でもできる軽スポーツとして近年急速に広

がっているモルック。このたび多伎にある出雲

フィンランド協会の皆さんの協力を得て伊野で

初めての第1回モルック大会を開催しました。幼

児から80代まで15組の皆さんがエントリー。遠

くは飯南町からも。この日、初めてモルックを触

る人がほとんどでしたが、すぐにコツを掴んでチームで協力しながら相手

との対戦を楽しんでおられました。結果は次の通りです。普段接することの

無い世代がモルックを通して交流を図ることができ、良い機会となりまし

た。　　　　　　　　　　　　　　（コミセン自主企画事業　スポーツ部）

第１回伊野モルック大会開催第１回伊野モルック大会開催

　第7回となるいの～んびりトレイルラン大会。この日は朝か

ら生憎の雨。虹がかかり、雨脚が弱くなることはあったものの結局最

後まで雨でした。しかし悪天候もなんのその！今年は過去最多、約180名のランナー

がエントリー。一番遠くはなんと北海道から！皆さん雨にも負けず伊野の野山を疾

走。途中三ノ谷町内の皆さんがエイドステーションを2箇所設けてくださりランナー

の皆さんに大好評！レース後にはちょんぼし伊野いちさんをは

じめ各出店者さんによる飲食物の販売なども

あり大会を盛り上げてくれました。応援や

走路員をはじめ、大会に関わってくださっ

たすべての皆様、ありがとうございまし

た。　　　 （伊野トレイルラン実行委員会）

秋の野山を駆け抜ける
11

12

いの～んびりトレイルラン大会いの～んびりトレイルラン大会

優　勝 準優勝 第３位

　出雲市市民活動支援課主催による生涯学習講座

の一環で伊野地区にてふるさとウォークが開催さ

れ、市内外から約30名の方が伊野に来訪されまし

た。ガイド役は錦織自治会長と常松士郎さん（西

上）。コミセンを出発し、金森、堂ノ本、畑、大畑を経

由しコミセンまで戻る起伏のある全長約4㌔のコー

ス。途中にある伊野小学校や日御碕神社、一丁地蔵

や子安観音、牛床公園などに立ち寄りガイドのお二

人のお話を聞きなが

ら参加者の皆さんは

伊野の自然と神社仏

閣の歴史と心地よい

疲労感に満たされ、良

い健康づくりの場と

なったようです。

10
12

参加者30名ふるさとウォーク
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ネット教育部会長を務め、親子で参加・交流できる場を提供するなどご尽力なさってい

ます。このような活動が評価されこのたび受賞のはこびとなりました。山﨑さん、この度

は誠におめでとうございました。

12
9山﨑啓子さん表彰される

　10月30日に愛媛県で開催されたねんりんピックにおいて、

伊野ゲートボールチームの皆さんが見事優勝し、日本一の座に

輝きました。出場は117チーム。島根県勢初の日本一の快挙に出

場した皆さんは丸山島根県知事と飯塚出雲市長からも称賛を

受け、今後の活躍を期待されました。また、伊野チーム日本一を

称えようと、伊野地区自治協会の錦織会長より出場された3名

の皆さんへ祝金の贈呈がありました。

　山崎敬治さん（堂ノ本）は「平常心で臨めたことが勝因です。

今回を最初で最後と言い合って試合に向かいました。」常松フ

ミ子さん（畑ヶ中）は「大会を楽しむため、それまでの体調管理

に気を使いました。皆さまのおかげで勝つことができました。」

岩成尚子さん（畑ヶ中）は「勝つと楽しい。宍道スパークで月2回

練習している。今後も頑張って練習したい。」

　日本の頂点に達することはどんなジャンルにおいて

も並大抵のことではありません。栄光の影には、きっと

皆さんのゲートボールに対する熱い想いと日々の練

習、これまでの経験とチームワークの良さ、そして何よ

りその環境を楽しもうと臨んだことが勝因だったのか

もしれませんね。今後も益々のご活躍を祈念いたしま

す。この度は誠におめでとうございました。

いの一番！

伊野ゲートボールチーム
日本一！！

岩成尚子さん（左）　山崎敬治さん（中）　常松フミ子さん（右）

み　ら

やって未来こい！通信やって未来こい！通信 続報

10
31

参加者86名
1,000人の村に近づく伊野

　さあ、どうする？

　７年連続７回目となったコミュニティデザイナー山崎亮さんによる

まちづくりフォーラム。パネラーの皆さんから活動報告と今後の課題

を聞いた山崎さんからアドバイスやヒントをいただきました。「伊野の

目指すものはなんですか？それぞれの活動はなんのためにあるの

か？伊野地区全体としての目標

が必要ですね。」皆さん、山崎さ

んのお話から様々な気づきが

得られたようです。なお、伊野

地区での様 子が山崎さんの

YouTubeチャンネルで紹介さ

れています。ぜひご覧ください。

山崎亮

まちづくりフォーラムまちづくりフォーラム
　今年2回目となる伊野いちは珍しく雨！しかし実行委

員の皆さんも伊野っ子たちも、そしてお客様もみな元気

いっぱい！会場となるコミセン・JA前はたくさんの人で

賑わいました。小学生の焼き芋も好評。他にも新米や柿な

ど旬の野菜や果物、鮮魚に雑貨や本など多彩な商品が並

ぶ伊野いち。中でも人気はおもて

なしコーナー。新米の塩むすびと

シジミ汁で心も体もほっこり。次

回は６月の開催です。お楽しみに。

いいぞ！伊野いち 10
20

「片袖地蔵」
かたそで  じ  ぞう

伊野ふるさと探訪　Part33　～番外編～

　杉畑地内の兼折家（後家）

の下の中道通りを大野方面、

東に 100ｍほどいったとこ

ろにある 29 丁町石の一丁

地蔵の隣にあります。この

あたりで滑って転んだら着

物の片方の袖をちぎって供

えるとケガが治る、またはケガなく通行できるという有難い

お地蔵さんのようです。 　  （郷土誌研究会　常松 士郎 氏）

　コミセン前のプランター

に三ノ谷サロンげんき会の

皆さんが花の苗を植えてく

ださいました。文化祭前に

キレイにしていただき、文

化祭当日は玄関が明るくな

りました。ありがとうござ

いました。

10
17

編集後記

　今年は６年ぶりに地区民体育大会も開催され、コロナ前のように多くの活
動を行うことができ、たくさんの皆さまと再会することができた良い一年で
した。やはり住民の皆さんが集まる機会、交流の場は必要であると改めて実
感いたしました。日頃の皆様のご支援・ご協力に感謝申しあげます。
　来年もどうぞよろしくお願いいたします。　　（伊野コミセン職員一同）
　　　　

コミセン年末年始休館のお知らせ

12/29（金）～1/3（水）

11
9

参加者23名

伊野ふるさと探訪バスツアー伊野ふるさと探訪バスツアー
　講師の常松士

郎さん（西 上）

と共に伊野の神

社仏閣を巡るバ

スツアーを開催。

西地合の狭槌神

社をスタートし、

東地合、畑、堂

ノ本、金森にあ

る神社仏閣を参拝しました。伊野に暮らしながらも初めて訪

れたという方も多く、ふるさと伊野の魅力を再発見する良い

機会となりました。

（コミセン自主企画事業　総務部）
● ● ●

　日頃コミセンをご利用いただいている団体・サークルの皆様

にコミセンの大掃除にご協力いただきました。ありがとうござ

いました。

12
8 コミセン大掃除御礼

大畑フラワーランド花盛り大畑フラワーランド花盛り
　多久和幸広さん（大畑）を中心に大畑町内の有志の皆
さんが耕作放棄地を
花畑として甦らせ、大
輪のコスモスと珍し
いピンクのソバの花
で満開になりました。

環境美化活動御礼環境美化活動御礼
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